
   福岡市立  [ 弥永西小 ]  学校　　学校評価実施状況（公表用）令和４年度

めざす学校像 ・ 子ども像　・　教員像

〈めざす学校像〉　「明日もまた来たくなる学校」
  　○楽しく生き生きとし、温かさと厳しさがある学校
　  ○保護者や地域に信頼される学校○チームとして協力し合う学校
〈めざす子ども像〉「かしこく・心豊かで・たくましいやにしっ子」
　  ○自ら学び追究する子ども    ○感謝と思いやりの心のある子ども
    ○元気にチャレンジする子ども
〈めざす教師像〉　「信頼に応える教師」
　  ○子どもとともに伸びる教師   ○組織の活性化に貢献する教師
　  ○授業を大切にする教師     ○厳しさ温かさ思いやりをもった教師

重点目標 指標（取組指標・成果指標） 達成状況についての説明

○共通実践による挨拶、もくもく掃除、靴のつま先そろえの徹底
○学年・学級の垣根を越えた組織的な生徒指導

○「ほめて伸ばそうやにしっ子」の推進
○「ありがとうの木」の取組の保護者、地域への拡充

今後の改善方策

○やにしタイムや研究授業におけるクロームブックの活用
○学習規律の徹底
○少人数指導や教科担任制による指導の体系的な実施

課　題

確かな学力の育成

規範意識の形成と児童
の実践力の向上

相手を思いやる心の醸
成と自尊感情の向上

確かな学力の育成

学習規律（１分前着席・黙想、挨拶の仕方、学習準備）を確立
する。（教師の肯定的評価９０％）

・中学校ブロックで確認したことをもとに、全校で共通した指導を行い、１分前着席等の学習規律が定着し
た。（教師の肯定的評価は９１％）
・ICTを活用した授業の研究を中心に、指導方法を工夫した。４年生以上で、教師の専門性を生かした交
換授業を行った。（めあてとまとめ、振り返りのある授業を行ったとする教師８８％）
・３年生以上の算数において、少人数指導、帯タイムでの復習などで定着を図ったことで、単元テストの得
点率が前年度より４％向上した。（到達度８０％の児童が全体の６４％）
・ICTを活用した授業の研究を計画的に行ったことは、教師の授業力の向上につながった。特に異学年
グループによる研修は効果的だった。（校内研修月１回、研究授業の全員実施）

めあてを明確にし、まとめと振り返りを徹底する授業を行う。
（教師の肯定的評価９０％）
３年生以上の算数科の指導方法を工夫し、基礎・基本の定着
を図る。（単元テストの得点率の向上）
学習意欲を高めるＩＣＴを活用した授業の研究を進める。
（月１回の校内研修および研究授業の実施）

○コロナで大きな声で挨拶ができなかった時期があったが、今はずいぶんよくなった。
○挨拶は学校内ではよくしてくれている。外では、知っている子や低学年はよくしてくれるが、高学年になると難しくなる。
○遅い時刻に登校している児童を見かける。遅刻が多いのではと心配している。
○放課後、自学ルームのような学習の場があるとよいのではないか。
○４月から自転車のヘルメット着用が努力義務化される。交通ルールの指導が必要になる。
○ほめて伸ばす取組については、思いやりをもち、相手の立場になる子どもを育ててほしい。ほめる時は、立場をフラットにして上からの目線にならないようにしてほしい。

規範意識の形成と児童の
実践力の向上

あいさつ・黙々そうじ・つま先そろえを徹底する。
（児童の肯定的評価９０％、教師の観察評価９０％）

・あいさつ・黙々そうじ・つま先そろえは、教師による継続指導と、児童発信の取組の実施により、徹底を図
ることができた。（児童の肯定的評価９５％、教師の肯定的評価９２％）
・各学級の課題は学年及び管理職の把握の元、早期解決を目指し生徒指導部を中心に対応した。日常
的にどの学年の児童にも、同じように生徒指導を行った。（教師の肯定的評価１００％）
・中学校ブロックでの６回の話し合い（部長会、教務会、夏期研修）をもとに、情報の共有と共通実践を
行った。（教師の肯定的評価８２％）
・２学期の体力向上週間では、１ヶ月の期間で各学級が大縄とびに挑戦した。練習時間の確保と、回数が
増えていくことが児童のやる気につながった。（教師の肯定的評価１００％）

学年、学級の垣根を越えた組織的な生徒指導を行う。
（教師の肯定的評価９５％）
中学校ブロックで児童生徒の情報を共有し、共通実践を行う。
（共通実践の実施、教師の肯定的評価９０％）
児童中心の体力向上の取組を行い、心身の健康を図る。
（２学期に体力向上週間を実施、教師の肯定的評価９０％）

学校関係者評価についての説明（評価委員からの意見・要望・改善に向けた提言等）

相手を思いやる心の醸成と
自尊感情の向上

児童のよさを伝える「ありがとうの木」の取組を行う。
（教師の記録学期に２回、共有のための放送毎月２回）

・「ありがとうの木」の取組は、様々な職員から週に１回よい行いをほめてもらう場となり、委員会活動の活
性化にもつながった。（教師の記録学期に平均１．５枚、共有のための放送毎月４回実施）
・「ほめあおうタイム」は、各学級の児童同士がよさやがんばりを認め合う場となった。（学期に１回実施）
・１学期には４割の教師が相手を思いやる言葉遣いができていないと感じていたが、代表委員会で児童が
話し合い、各学級で実践を行ったところ、改善が見られた。（児童の肯定的評価９３％、教師の肯定的評
価９１％）
・学校だよりは、２月末までに１５号発行し、学校の様子を伝えてきた。HPでは、日々の児童の様子を細か
に発信した。（学校だより月１回＋３、HP３日に２回程度更新）

児童がよさを認め合う「ほめあおうタイム」の取組を行う。
（学期に１回）
相手を思いやる言葉遣いの定着を図る。
（児童の肯定的評価９０％、教師の観察評価９０％）
学校だよりやＨＰを活用し、家庭・地域への情報提供を行う。
（学校だより月１回、ＨＰ月３回更新）


